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平成 19 年度 第 38 回 全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会 

富山県予選会 選評 

 

2007 年 11 月 11 日（日） 会場：朝日サンリーナ 

男子 試合№Ｐ２ 決 勝 戦 

勝チーム 

  

高岡商業 
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  ８２   １９ ― ２１    ８１ 

       ３０ ― １０ 

           ― 

負チーム 

 

魚  津 

 

選     評 

男子決勝は、準々決勝で第１シードの富山商業を破り勢いに乗る魚津と、５年ぶりの優勝

を目指す高岡商業の対戦となった。魚津はマンツーマン、高岡商業はオールコートのゾーン

ディフェンスでスタート。魚津は３ポイントを高確率で沈め、主導権を握る。対する高岡商

業は⑮のドライブを中心に攻めるが、外からのシュートが決まらず波に乗れない。第２ピリ

オドに入っても流れは変わらず、残り３分で魚津④がチーム１０本目となる３ポイントを決

め１４点差。前半終了間際にも魚津⑦がリバウンドからドリブルで持ち込みレイアップシュ

―トを決め、３３－５０で前半終了。 

後半に入り、高岡商業は⑭のドライブで得点を重ねる。ディフェンスをマンツーマンに変

え、魚津の３ポイントを止めにかかるがリバウンドを確保できず、このピリオドも５本の３

ポイントを決められる。第４ピリオド立ち上がり、高岡商業⑰が３ポイントを立て続けに決

める。さらに⑭が速攻からレイアップを決め、１１点差となったところで魚津後半２度目の

タイムアウト。その後も高岡商業の勢いを止めることはできず、魚津は残り６分で最後のタ

イムアウトを取る。しかし、魚津はポイントガードの⑦を徹底的にマークされ、攻撃の糸口

がつかめない。高岡商業は速攻から⑮⑯が得点を重ね、残り４分ついに同点に追いついた。

その後は一進一退の攻防が続き、残り２５秒、魚津⑥が決め魚津の１点リードとなったとこ

ろで高岡商業がタイムアウト。タイムアウト後、４ピリオドの反撃の口火を切った高岡商業

⑰が最後も決めて逆転し、高岡商業の勝利。５年ぶり８回目の優勝を飾った。 

記録者：竹田 淳 所 属：富山県高体連専門部 

主 審：竹村 和敏 副 審：谷口 裕嗣 
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平成 19 年度 第 38 回 全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会 

富山県予選会 選評 

 

2007 年 11 月 11 日（日） 会場：朝日サンリーナ 

女子 試合№Ｐ１ 決 勝 戦 

勝チーム 

 

高岡第一 

 

       ２０ ― ２１ 

       １４ ― １７ 

  ７５   ２４ ― １３   ７０ 

       １７ ― １９ 

           ― 

負チーム 

 

龍谷富山 

 

選     評 

県高校総体と同じ対戦となった両者。両チームハーフコートマンツーマンでスタート。両者

ともインサイドやドライブで攻めるが思うように攻撃できない。高岡第一は＃４辻、＃８三

箇の３Ｐなどで得点し、龍谷富山も＃４小森、＃５野尻の３Ｐで応戦。お互いの粘り強いデ

ィフェンスで第１Ｐ、２１対２０で終了。第２Ｐ、龍谷富山はスクリーンを活かした攻撃と

ドライブインで加点、一方、高岡第一はドライブインからのあわせで＃８三箇、＃７小林の

３Ｐが立て続けに決まる。両チームともディフェンスから流れを作り、攻撃しようとするが

リズムがつかめない。前半はミドルシュートの決定力の差で龍谷富山が３８対３４の４点差

のリードで終了。第３Ｐ、早々に高岡第一は＃４辻の連続３Ｐやドライブインが決まり逆転。

龍谷富山が４分にタイムアウト。龍谷富山はオールコートのプレスディフェンスに切り替え

るが、高岡第一はリバウンドからの速攻、♯４辻の３Ｐで龍谷富山が２回目のタイムアウト。

龍谷富山は♯５野尻のドライブインで応戦するが、高岡第一はパスカットからの速攻や激し

いディフェンスでリズムを戻し、５８対５１の７点差で終了。第４Ｐ、龍谷富山は♯５野尻

のドライブで加点するがその後が続かず、残り６分で龍谷富山がタイムアウト、その後、オ

ールコートのプレスディフェンスへ切り替えるが、高岡第一も早いパス回しでそれに対抗。

残り２分、龍谷富山♯５野尻のドライブインで２点差となり高岡第一がタイムアウト、その

後一進一退の攻防が続くが龍谷富山はファールトラブルから、高岡第一がフリースローで加

点し、そのまま逃げ切った。この試合、高岡第一が３Ｐを１１本成功しこの差がゲームを左

右することになった。 

記録者：向 井 幹 雄 所 属：富山県高体連専門部 

主 審：安カ川 剛 士 副 審：角 谷   樹 




